
上端フランジに対するスラブの拘束

チェックオフの場合

7.6.3.2. 鉄骨梁の断面検定表

11.3.1. Ds算定時部材終局強度 [Ds+E0 Y1]

チェックオフの場合、許容曲げ応力度に横座屈を考慮します。

fb=max(fb1, fb2)=max(132, 116)=132N/mm2

fb1=(1-(0.4*(Lb/ib)^2)/(C*Λ^2))*ft=(1-(0.4*(5000/53.5)^2)/(1.55*120^2))*157=132N/mm2
Lb=5000mm,  ib=53.5mm, Λ=120
C=1.75+1.05*(M2/M1)+0.3*(M2/M1)^2=1.75+1.05*(-0.197)+0.3*(-0.197)^2=1.55
M1=82.16kNm,  M2=16.18kNm ,  M2/M1=16.18/82.16=-0.197
fb2=89000/(Lb*h/Af)=89000/(5000*400/(200*13))=116N/mm2

参照：計算解説書「2.3.5.3 H形鋼の座屈を考慮した許容曲げ応力度」

チェックオフの場合、終局曲げ耐力に横座屈を考慮します。

Mu=0.667*Mp=0.667*333=222kNm

Mp=Zp*σy=1290*10^3mm3*1.1*235/10^6=333kNm
ℓb=5000mm,  H=400mm,  Af=200*13=2600mm2
(ℓb*H)/Af=5000*400/2600=769
Mcr/Mp=1.0-0.00071*((ℓb*H)/Af-300)

=1.0-0.00071*(769-300)=0.667

参照：計算解説書「10.4.5 梁の横座屈耐力」
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上端フランジに対するスラブの拘束

チェックオンの場合

7.6.3.2. 鉄骨梁の断面検定表

11.3.1. Ds算定時部材終局強度 [Ds+E0 Y1]

チェックオンにすると、正曲げモーメントが発生する場合(上端圧縮となる場合)は、スラブの拘束を考慮し、fb=ft
とします。

fb=ft=157N/mm2

チェックオンにすると、正曲げモーメントに対する終局曲
げ耐力は、横座屈による耐力低減を考慮しません。
（負曲げ側の耐力は、耐力低減を考慮します。）

Mu=Mp=Zp*σy=1290*10^3mm3*1.1*235/10^6=333kNm

参照：計算解説書「10.4.5 梁の横座屈耐力」
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